
資料３

医療的ケア児等の緊急時の受け入れ
に関する利用状況調査について
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２．調査概要
参考資料３のとおり。

本結果に対するご意見や補足等があれば、協議会内で情報提供をいただき、今後の分析
作業における観点や留意点とさせてください。
また、今後の検討の進め方や分析方法についても、ご意見等を頂戴したいです。

ご意見をいただきたいです

１．調査目的
緊急時の受け入れに関する利用状況調査結果をもとに、本市における緊急
時の受け入れのための地域資源である短期入所サービスやその他サービス
の活用状況について、現状や課題を整理し、今後の施策検討のための参考と
したい。
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３．今後の進め方について
  
現時点で、調査及び集計が完了したため、続いて分析作業を開始します。
今後の進め方の想定は、下図のとおり。

なお、分析作業においては、障
害福祉企画課及び医療的ケア
児等コーディネーターを
中心に実施していき、必要に
応じて本協議会委員や支援者
らを関係者の皆様にご協力い
ただきたいです。



分析について（案）
これまで設問単位で集計し、百分率で示してきました（単純集計）が、今後の作業に
おいては、問13「緊急時の対応状況」を中心に、傾向等を見出したいと考えています。
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※分析のイメージ

など
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４．調査結果（抜粋）
自由記述欄について、医療的ケア児または重症心身障がい児（者）を抽出
し、回答を分類しました。前回協議会の再掲を含めて共有します。



問５ 短期入所の利用実績

・短期入所サービスの利用実績は約７割 ７３件（６９．５%）

・主な利用場面は、介護者の休養（レスパイト） ５1件（２２．９%）

・緊急時における利用は、全体の約10割 20件（９．３%）

・その他、将来や緊急時に備えて平時から利用する人が約３割 ７１件（３４．１）%

当事者またはその家族向け

73件

(69.5%)

31件

(29.5%)

1件

(1.0%)

ある

ない

未回答

ｎ＝１０５

５１件

(22.9%)

２０件

(9.3%)

25件

(12.2%)32件

(15.6%)

3４件

(16.1%)

37件

(18.0%)

12件

(5.9%) 介護者の休養のため

緊急時

冠婚葬祭

兄弟の用事

将来の入所・自立に備えて

緊急時に備えて

その他
ｎ＝２１１

問６ 短期入所の利用場面（複数回答）
※問５で「ある」と回答した人

回答者数：105人（医療的ケア児または重症心身障がい児（者））
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・「他にない」

「本人が慣れている」

「近い」

「安心」などが高ポイント。

・設備や建物等のハード面の理由

は、計２ポイントにとどまった。

当事者またはその家族向け

回答者数：63人（医療的ケア児または重症心身障がい児（者））
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追加１

問８ 問５で「短期入所の利用実績あり」と回答した場合、主に利用して
いる短期入所事業所を選択した理由



問９ 短期入所事業所を利用していない理由（複数回答）

・今は短期入所を利用しなくても困っていない人が約３割 １６件（３０．２%）

・その他、施設に預けることに抵抗感がある ９件（17.0%）

5件

(9.4%)

9件

(17.0%)

2件

(3.8%)

16件

(30.2%)

6件

(11.3%)

7件

(13.2%)

7件

(13.2%)

1件

(1.9%) サービスがわからない

施設に預けることに抵抗感がある

本人が行きたがらない

今は短期入所を利用しなくても困っていないから

預け先がない（施設の環境と本人の特性があっていない）

手続きに時間がかかるため

その他

未回答ｎ＝５３

回答者数：105人（医療的ケア児または重症心身障がい児（者））
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当事者またはその家族向け



・「医療的ケアができる(呼吸器含

む)」

「緊急時の受け入れ」

「日中活動」

「入浴」などが高ポイント。

当事者またはその家族向け

回答者数：63人（医療的ケア児または重症心身障がい児（者））
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追加２

問10 短期入所事業所の利用において期待する支援



問１１ 短期入所事業所の利用に関する困りごと（複数回答）

・短期入所事業所が少ないと感じる人が多い ６５件（４０．６%）

・次いで受け入れを断られてしまうケースが約２割 32件（２０．０%）

・預け先のケアに不安があり安心して預けることが出来ないと感じる人も一定数いる

２８件（１７．５%）

３２件

(20.0%)

６５件

(40.6%)

28件

(17.5%)

16件

(10.0%)

１８件

(11.3%)

１件

(0.6%) 受け入れを断られてしまう

短期入所事業所数が少ない

預け先のケアに不安があり安心して預けることが出来ない

困っていることはない

その他

未回答ｎ＝１６０

回答者数：105人（医療的ケア児または重症心身障がい児（者））
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当事者またはその家族向け



問13 過去の緊急時における対応状況（複数回答）

・家族で対応した人が約８割 ８０件（４２．６%）

・短期入所を利用した人が約１割 ２６件（１３．８%）

・その他地域資源を利用した人は約３割 ６３件（３３．５%）

80件

(42.6%)

２６件

(13.8%)

21件

(11.2%)

14件

(7.4%)

16件

(8.5%)

12件

(6.4%)

１３件

(6.9%)
６件

(3.2%)

家族で対応した

短期入所を利用した

日中活動サービスを利用した

居宅系サービスを利用した

訪問看護を利用した

入院した

これまで緊急時はなかった

その他
ｎ＝１８８

回答者数：105人（医療的ケア児または重症心身障がい児（者））
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当事者またはその家族向け



問１４ 緊急時対応について
考えたことがあるか

・緊急時の対応について、約９割の人が考えている 97件（９２．４%）

・一方で、緊急時の準備をしたことがある人は、約５割 ５５件（５２．４%）

問１５ 緊急時の準備をしたことが
         あるか

９７件

(92.4%)

７件

(6.7%)

１件

(1.0%)

ある

ない

未回答

ｎ＝１０５

５５件

(52.4%)

４９件

(46.7%)

１件

(1.0%)

ある

ない

未回答

ｎ＝１０５

回答者数：105人（医療的ケア児または重症心身障がい児（者））
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当事者またはその家族向け



当事者またはその家族向け

回答者数：59人（医療的ケア児または重症心身障がい児（者）） 追加３

問16 その他、短期入所に関する困りごと

・「事業所が少ない」、「希望通り受入れてもらえない」、「緊急時受け入れてもらえない」

が高ポイント。

・次点で、「情報が少ない」が高ポイント。
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問３ 年間利用実人数（R５）

・年間利用実人数は、１～５０人が約５割 ５０件（５０．０%）

短期入所事業所向け

2件

(20.0%)

5件

(50.0%)

1件

(10.0%)

1件

(10.0%)

1件

(10.0%)

0

1～49

50～99

100～999

1,000～

n=10

回答施設：市内短期入所60施設（内訳：医療型５施設・福祉型56施設）うち、
医療的ケア児等を受け入れていると回答した10施設
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問1１ 緊急時の受け入れを行う際の要件（複数回答）

・過去の利用歴はなくてもよいが、対象者の情報がわかる ６件（３７．５%）

・緊急時の連絡先がわかる ５件（３１．３%）

・１年以内に利用している ２件（１２．５%）

短期入所事業所向け

2件(12.5%)

0件(0.0%)

6件(37.5%)

０件(0.0%)

5件(31.3%)

1件(6.3%)

0件(0.0%)

2件(12.5%)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

１年以内に利用している

１年以内の利用歴はなくてもよいが、

過去に１度は利用している

過去の利用歴はなくてもよいが、

対象者の情報がわかる…

健康診断書の提出ができる

緊急時の連絡先がわかる

他害行為がない

特に条件はない

その他
n=16

過去の利用歴はなくてもよいが、
対象者の情報がわかる

回答施設：市内短期入所60施設（内訳：医療型５施設・福祉型56施設）うち、
医療的ケア児等を受け入れていると回答した10施設
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・短期入所サービスを利用しない理由としては、本人が行きたがらない約６割

・次いで、今は短期入所を利用しなくても困っていないが約６割 ２９件（６６%）

・預け先がないが約３割 １６件（３６%）

相談支援事業所向け

2.短期入所施設に預けることに抵抗感がある

1.短期入所というサービスの利用方法が

わかっていない

3.本人が短期入所に行きたがらない

4.今は短期入所を利用しなくても困っていない

5.預け先がない

（施設の環境と本人の特性があっていない）

6.利用手続きに時間がかかるため

7.利用していない理由は聞いていない

回答施設：市内計画相談支援事業所54施設 令和６年３月１日時点
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問９ 短期入所サービスの支給決定を受けている利用者が、
サービスを利用していない理由(複数回答）



【参考】障害者総合支援法の給付・事業

※厚生労働省HP抜粋 16

短期入所サービスとは

普段は自宅等で生活している人が、介護を行う人の疾病等の理由により、短期間の
施設への入所を必要とする時に、障害者支援施設（医療法に規定する病院）等で、入
浴、排せつ及び食事の介護、その他必要な支援を行う障害福祉サービス
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